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町 の 人 口 

(6月1日現在） 

9, 024人 

4, 236人 

4, 788人 

2, 647世帯 

総人ロ 

男子 

女子 

世帯数 
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 涼を さ そ う 上野峡 

上野峡は県立公園として知られていますが、きょねん北九州自然休養林の 

設定を受け、白糸の滝はいま涼を求めるマイカー族で、にぎわっています。 

白糸の滝は昔福智修験のあったころ名僧たちは、この白糸の滝で身を潔め 

求法をなしていたという伝説が伝えられています。 

県民の 日 

第―日曜日 は 

交通安全の日 

第三日曜日は 

家 庭 の 日 

夏
休
み
も
真
近
か
で
す
。
い
よ
 

い
よ
水
遊
び
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
 

ま
す
。
子
ど
も
達
は
学
校
か
ら
解
 

放
さ
れ
て
人
命
の
危
険
を
忘
れ
て
 

水
に
親
し
み
ま
す
。
 

わ
た
く
し
達
は
子
ど
も
達
が
安
全
 

に
水
遊
び
を
す
る
よ
う
に
指
導
し
 

た
り
、
見
守
っ
て
や
り
た
い
も
の
 

で
す
。
 

赤
池
中
学
校
、
市
場
小
学
校
、
 

上
野
小
学
校
、
青
年
の
家
以
上
 

四
ケ
所
の
施
設
以
外
は
町
内
で
遊
 

泳
す
る
事
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
 

町
民
皆
さ
ん
に
は
、
私
た
ち
の
 

可
愛
い
お
子
さ
ん
を
事
故
か
ら
守
 

る
よ
う
ご
指
導
下
さ
い
。
 

田
川
市
民
プ
ー
ル
は
 

七
月
一
日
オ
ー
プ
ン
 

道
順
、
田
川
市
役
所
前
バ
ス
停
よ
 

り
歩
い
て
五
分
 

（
プ
ー
ル
の
規
模
）
 

五
〇
冒
B
級
公
認
、
二
五
訂
競
 

泳
、
二
五
H
女
子
専
用
、
児
童
用
 

幼
児
用
の
各
プ
ー
ル
 

（
入
場
料
金
）
 

児
童
 
三
才
ー
小
学
生
 

一
一
時
間
 

一
一
〇
円
 

中
学
生
ー
高
校
生
 

二
時
間
 
四
〇
円
 

一
般
 

一
一
時
間
 

」
ハ
〇
円
 

回
数
券
、
団
体
（
三
〇
人
以
 

上
）
は
五
割
引
超
過
料
は
一
時
間
 

ご
と
に
五
割
増
で
、
毎
日
午
前
九
 

時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
開
場
期
間
 

中
は
休
み
ま
せ
ん
。
 

事
故
防
止
は
 

こ
の
よ
う
な
方
法
で
 

夏
休
み
に
は
い
る
と
町
内
会
や
 

子
ど
も
会
等
で
貸
切
り
バ
ス
に
よ
 

る
海
水
浴
に
で
か
け
ま
す
c
 

大
集
団
の
場
合
は
と
り
わ
け
指
 

導
者
や
引
卒
者
を
悩
ま
す
の
は
集
 

合
時
間
や
点
検
で
す
。
 

筆
者
の
経
験
を
少
し
述
べ
て
見
 

一
よ
し
よ
う
J
 

あ
ら
か
じ
め
割
ば
し
で
小
旗
を
 

一
人
一
本
づ
つ
作
り
用
意
し
ま
 

す。 
現
地
に
到
着
し
た
ら
全
員
で
準
び
 

体
操
し
ま
す
。
体
操
が
終
る
と
、
 

ま
ず
一
人
一
本
づ
つ
小
旗
を
持
た
 

せ
、
小
旗
が
入
る
円
を
砂
地
に
描
 

き
ま
す
。
 

入
水
す
る
前
に
人
員
を
点
呼
し
 

て
小
旗
を
円
の
中
に
さ
し
ま
す
。
 

水
か
ら
あ
が
る
時
は
指
導
者
や
世
 

話
人
は
笛
や
マ
ィ
ク
で
合
図
し
ま
 

す。 あ
が
っ
て
来
た
人
は
円
の
中
の
 

小
旗
を
一
本
づ
つ
取
っ
て
樹
蔭
 

（
こ
か
げ
）
で
待
ち
ま
す
。
 

そ
こ
で
小
旗
が
三
本
残
れ
ば
三
人
 

が
ま
だ
水
に
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
人
員
は
点
呼
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
し
 

集
団
行
動
の
場
合
は
心
ず
子
ど
も
 

一
人
に
大
人
一
人
付
添
っ
て
行
く
 

こ
と
が
大
切
で
す
。
 



②
 

け
 

、 広 報 あ か ‘ 

補

正

予

算

な

 ど

可

決

 

一

 

六
月
定
例
町
議
会
一
 

六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
十
 

四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
五
日
間
の
 

会
期
で
ひ
ら
か
れ
議
案
十
件
が
上
 

程
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議
の
結
果
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

△
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
 

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
の
 

件。 

（
可
決
）
 

（
調
理
部
門
に
従
事
す
る
職
員
 

は
従
来
ニ
校
に
配
置
さ
れ
て
い
 

ま
し
た
職
員
が
就
務
し
、
運
営
 

に
関
し
て
は
審
議
委
員
会
を
設
 

け
て
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
 

審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 

△
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
 

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
制
定
の
件
（
可
決
）
 

（
役
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
管
に
 

各
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

そ
の
委
員
の
報
酬
額
の
引
き
上
 

げ
で
す
。
）
 

△
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
 

件。 （
附
帯
事
項
を
付
し
て
可
決
）
 

△
寄
附
採
納
の
件
 

（
市
場
小
学
校
放
送
施
設
設
備
 

費
並
び
に
生
活
会
館
施
設
備
品
 

と
し
て
の
寄
附
採
納
。
次
の
方
 

が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
株
式
会
 

社
社
長
、
硲
木
生
男
氏
。
 

〇
大
字
赤
池
本
町
、
田
中
六
助
 

氏。 
〇
大
字
赤
池
中
町
、
岩
野
シ
ゲ
 

ノ
氏
。
 

△
税
賦
課
微
収
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
制
定
の
件
（
可
決
〕
 

△
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
 

の
件
。
 

（
経
続
審
査
）
 

△
町
有
財
産
無
償
貸
付
の
件
 

（
可
決
）
 

（
社
会
福
祉
法
人
、
福
祉
会
が
 

保
育
所
を
経
営
す
る
た
め
町
有
 

財
産
で
あ
る
生
活
館
を
無
償
で
 

利
用
さ
せ
る
た
め
で
す
。
）
 

△
工
事
請
負
契
約
締
結
の
件
。
 

（
可
決
）
 

（
薬
王
寺
ー
原
線
と
先
達
免
ー
 

伏
原
線
の
舗
装
工
事
の
請
負
契
 

約
の
締
結
を
町
議
会
の
議
決
を
 

求
め
ま
し
た
。
）
 

△
上
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
制
定
の
件
。
 

（
可
決
）
 

（
改
正
前
は
給
水
人
ロ
や
一
日
 

最
大
給
水
量
、
給
水
区
域
を
条
 

例
に
よ
っ
て
定
め
て
い
ま
し
た
 

が
人
口
の
増
減
や
、
給
水
量
が
 

た
び
た
び
変
る
た
め
削
除
し
た
 

も
の
）
 

△
一
般
会
計
補
正
予
算
の
件
。
 

（
可
決
）
 

（
消
防
施
設
整
備
事
業
費
や
‘
 

中
尾
地
区
児
童
遊
園
地
施
設
費
 

社
会
福
祉
助
成
金
、
社
会
教
育
 

な
ど
の
事
業
を
す
る
た
め
八
百
 

八
拾
八
万
六
千
円
を
補
正
し
ま
 

し
た
。
）
 

請
願
ニ
件
要
請
一
件
が
提
出
さ
 

れ
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
ま
し
 

た。 

△
請
願
 
老
人
福
祉
問
題
で
七
〇
 

才
以
上
老
人
医
療
の
無
料
化
完
 

全
実
施
の
請
願
の
件
 

（
こ
の
問
題
を
議
会
と
し
て
は
 

町
に
十
分
検
討
し
て
実
施
す
る
 

よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
）
 

△
旅
客
運
送
業
（
タ
ク
シ
ー
）
 
の
 

サ
ー
ビ
ス
向
上
並
び
に
改
善
に
 

関
す
る
要
請
の
議
決
請
願
の
 

件u （
町
と
し
て
は
関
係
業
者
に
要
 

望
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）
 

体
育
館
を
建
設
 

上
 

野
 

校
 

上
野
小
学
校
の
講
堂
の
老
朽
化
 

過

疎

対

策

に

よ

 っ 
て
 

道
路
や
防
火
体
制
な
ど
を
整
備
 

昭
和
四
十
年
の
国
勢
調
査
の
結
 

果
、
人
口
流
動
化
現
象
が
は
げ
し
 

く
、
各
種
の
論
議
が
行
な
わ
れ
、
 

現
在
で
は
一
般
的
に
通
用
語
と
な
 

っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
こ
 

数
年
の
間
、
過
密
、
過
疎
問
題
と
 

し
て
政
治
上
、
行
政
上
の
課
題
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

近
年
人
口
流
出
の
激
し
い
地
域
 

で
は
、
人
ロ
の
稀
薄
（
き
は
く
〕
 

ー
 

広 報 あ か い け o 

主な町道主幹線 
, 

化
と
老
令
化
に
伴
な
い
、
た
と
え
 

ば
、
医
療
活
動
、
教
育
、
防
災
等
 

の
地
域
社
会
の
基
礎
的
生
活
条
件
 

の
維
持
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
 

い
は
ゆ
る
過
疎
現
象
は
、
そ
の
進
 

行
の
遅
速
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
 

辺
地
農
山
村
に
と
と
ま
ら
ず
、
次
 

第
に
広
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
町
村
地
域
の
発
展
 

の
可
能
性
を
十
分
に
検
討
し
そ
の
 

町の完成・未完成道路網 

、 

結
果
重
点
的
に
投
資
す
る
と
と
も
 

に
地
域
社
会
生
活
の
適
正
水
準
を
 

確
保
す
る
た
め
の
集
落
の
再
編
成
 

を
含
む
総
合
的
社
会
開
発
を
す
す
 

め
て
行
く
た
め
に
過
疎
対
策
措
置
 

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

福
岡
県
下
に
は
、
市
が
十
六
、
 

町
が
七
十
五
、
村
が
八
村
あ
り
ま
 

す
が
、
こ
の
う
ち
過
疎
地
域
の
指
 

定
を
う
け
た
市
町
村
が
三
十
四
指
 

定
市
町
村
は
上
半
期
昭
和
四
十
五
 

年
か
ら
四
十
九
年
ま
で
対
策
を
講
 

じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
五
年
度
で
す
で
に
国
か
 

上野峡 

一 

寺
 

線
一
 

国
 驚

 
ら
起
債
（
き
さ
い
）
や
補
助
を
受
 

け
消
防
自
動
車
の
購
入
や
、
原
田
 

ー
興
国
寺
間
の
道
路
を
改
良
し
て
 

舗
装
し
主
幹
線
道
路
と
結
び
、
地
 

域
住
民
の
生
活
安
定
を
図
る
た
め
 

整
備
し
ま
し
た
。
 

又
四
十
六
年
度
で
は
四
十
五
年
 

度
事
業
で
残
っ
た
興
国
寺
間
と
、
 

県
道
赤
池
2
八
幡
線
に
取
付
け
る
 

道
路
を
舗
装
し
、
堀
田
地
区
の
 

山
村
の
開
発
を
図
っ
た
り
消
防
施
 

設
を
整
備
し
て
住
民
の
人
命
や
財
 

産
を
未
然
防
止
す
る
計
画
を
た
て
 

て
い
ま
す
。
 

病
院
 

「尾 高
 

原
 

伏
 

斜
線
の
部
分
は
 

本
年
度
工
事
区
間
 

右
の
図
は
昭
和
四
十
五
年
度
施
工
 

し
た
寺
ケ
谷
ー
小
路
線
（
原
田
ー
 

堀
田
間
）
の
延
長
八
〇
〇
房
の
工
 

事
で
本
年
度
過
疎
対
策
事
業
で
改
 

良
舗
装
さ
れ
ま
す
。
 

が
目
立
っ
て
い
ま
す
の
で
体
育
館
 

に
改
築
さ
れ
ま
す
。
 

本
年
度
の
予
算
に
一
、
七
五
〇
 

万
円
計
上
し
て
施
工
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

戦
傷
病
者
の
補
装
具
支
 

給
（
修
理
）
お
よ
び
更
生
 

医
療
の
巡
過
相
談
実
施
 

に
つ
い
て
 

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
の
施
行
 

に
も
と
づ
き
、
例
年
行
っ
て
お
り
 

ま
す
標
記
巡
回
相
談
を
、
本
年
も
 

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
 

で
受
診
希
望
が
あ
れ
ば
次
の
点
を
 

肖
意
の
上
、
受
診
す
る
よ
う
に
し
 

て
下
さ
い
。
 

一
、
実
施
日
程
と
場
所
 

昭
和
四
十
六
年
八
月
二
日
午
前
 

十
時
ー
午
後
三
時
ま
で
、
田
川
市
 

体
育
館
で
行
な
い
ま
す
 

】
、
該
当
者
 

「
戦
傷
病
者
手
帳
」
の
交
付
を
 

受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
公
務
上
 

の
傷
病
に
よ
る
障
害
の
状
態
が
、
 

補
装
具
を
装
着
す
る
必
要
の
あ
 

る
者
ま
た
は
、
更
生
す
る
た
め
 

に
医
療
が
必
要
で
あ
る
者
 

一
、
補
装
具
の
種
類
 

盲
人
安
全
つ
え
、
補
聴
器
、
義
 

肢
装
具
車
い
す
。
松
葉
つ
え
、
 

義
眼
め
が
ね
な
ど
。
 

※
相
談
来
訪
者
は
「
印
か
ん
」
お
よ
 

び
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
を
必
ら
ず
 

持
参
し
て
下
さ
い
。
 

道

路

整

備

事

業

は

 

次

の

事

業

種

目

 

町
の
道
路
整
備
は
、
緊
急
就
労
 

対
策
、
同
和
事
業
、
失
業
対
策
、
 

過
疎
対
策
、
単
独
事
業
、
低
環
境
 

広
域
事
業
な
ど
に
よ
つ
て
施
工
さ
 

れ
算
出
方
法
は
、
国
や
県
な
ど
が
 

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
対
し
て
総
事
 

業
費
に
対
し
て
平
均
％
補
助
し
ま
 

す
。
残
り
は
自
己
財
源
や
町
債
、
 

（
町
が
事
業
す
る
時
国
か
ら
お
金
 

を
借
る
、
利
息
が
つ
き
ま
す
）
に
 

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
内
の
主
な
道
路
網
の
整
備
状
 

況
は
上
図
の
と
お
り
で
す
が
、
本
 

年
度
の
過
疎
事
業
は
「
寿
ケ
谷
ー
 

小
路
線
」
き
ょ
ね
ん
施
工
し
た
原
 

田
ー
堀
田
間
の
延
長
で
す
。
 

そ
の
他
に
、
中
尾
地
区
の
防
火
体
 

制
を
確
立
す
る
こ
と
か
ら
、
消
防
 

自
動
車
を
二
七
〇
万
で
購
入
し
ま
 

た。 
〇
本
年
度
予
定
し
て
い
る
主
な
道
 

で
 

路
工
事
 

廿
上
野
地
区
」
 

「
水
落
ー
郷
の
谷
線
」
こ
の
工
事
 

は
鋤
木
田
を
通
っ
て
い
る
直
方
ー
 

田
川
バ
イ
パ
ス
道
の
下
か
ら
大
浦
 

通
学
道
路
ま
で
の
延
長
六
O
〇
冒
 

の
区
間
を
舗
装
工
事
し
ま
す
。
 

「
寿
ケ
谷
ー
小
路
線
」
 
こ
の
工
事
 

は
き
ょ
ね
ん
施
工
し
た
原
田
ー
堀
 

田
間
の
延
長
で
興
国
寺
ま
で
と
 

小
路
間
を
結
ぶ
舗
装
改
良
工
事
で
 

す。 l
中
尾
地
区
廿
 

「
先
達
免
ー
伏
原
線
」
こ
の
工
事
 

は
中
尾
地
区
に
あ
る
赤
池
商
事
ー
 

伏
原
ま
で
の
延
長
七
〇
〇
冒
の
区
 

間
を
改
良
舗
装
工
事
を
し
ま
す
。
 

「
上
桜
ー
瀬
（
う
そ
）
ケ
谷
線
」
 

こ
の
工
事
は
東
町
ー
新
町
間
で
延
 

長
五
〇
〇
冒
の
改
良
舗
装
工
事
を
 

施
工
し
ま
す
。
 

総
合
計
画
の
ァ
ィ
デ
ァ
 

寄
稿
者
わ
ず
か
ニ
人
 

町
で
は
総
合
計
画
を
町
民
皆
さ
 

ん
と
一
諸
に
企
画
す
る
た
め
広
く
 

一
般
か
ら
募
集
し
て
い
ま
し
て
い
 

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
原
稿
が
寄
 

せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
ん
 

に
ち
ま
で
二
人
の
方
が
寄
せ
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

寄
稿
さ
れ
た
方
は
、
十
支
所
池
田
 

範
次
さ
ん
と
上
野
二
支
所
の
大
村
 

寛
さ
ん
の
二
人
で
し
た
。
 

総
合
計
画
完
成
と
同
時
に
紙
上
に
 

掲
載
し
ま
す
。
 



狙
 

け
 

広 報 あ か 

参院選全国区候補赤池町確定得票 

広 報 あ か い け （4) 

洗

管

作

業

は

 

課
 

深
 

夜
 

に
 

瞳
 

.．‘ 

一1 

1
 

水
 

水
道
課
で
は
事
故
発
生
に
そ
な
 

え
て
夜
間
や
日
曜
祝
祭
日
に
は
水
 

道
課
取
員
は
各
家
庭
で
待
機
し
て
 

お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
、
役
場
 

の
宿
直
え
通
報
が
あ
り
ま
す
と
水
 

道
課
係
員
の
宅
へ
連
絡
が
あ
り
、
 

す
ぐ
現
場
へ
到
着
で
き
る
よ
う
に
 

態
勢
を
と
つ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
水
道
課
で
は
赤
水
防
止
 

に
日
夜
努
力
を
つ
と
め
て
い
ま
 

す。 
毎
月
十
日
、
二
十
日
、
三
十
日
 

水

道

事

故

の

場

合

 

通

報

先

役

場

四

番

 

を
洗
管
日
と
定
め
家
庭
が
水
道
を
 

使
用
し
な
い
時
の
深
夜
に
実
施
し
 

て
い
ま
す
。
 

洗
管
作
業
の
翌
朝
は
最
初
の
僅
 

か
な
時
間
蛇
ロ
よ
り
濁
水
が
出
ま
 

す
が
放
水
を
続
け
れ
ば
す
ぐ
キ
レ
 

イ
に
な
り
ま
す
。
 

写
真
は
深
夜
洗
管
作
業
を
す
る
 

水
道
課
員
 

『 

米

の

生

産

調

整

 

割

当

上

ま

わ

る

 

近
年
経
済
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
 

の
中
で
、
米
の
生
産
は
か
つ
て
な
 

い
高
水
準
に
達
し
て
い
る
一
方
国
 

民
の
食
生
活
の
内
容
は
急
速
に
変
 

化
し
、
米
の
比
重
が
増
大
す
る
な
 

ど
、
そ
の
内
容
が
豊
富
、
高
度
化
 

し
つ
A

あ
る
米
の
過
剰
問
題
の
有
 

力
な
背
景
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
 

米
の
生
産
量
は
増
加
す
る
反
面
 

米
の
需
要
量
は
い
つ
そ
う
減
退
す
 

る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
米
の
生
 

産
は
需
要
量
を
か
な
り
上
廻
り
調
 

整
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
 

す。 昭
和
三
十
年
か
ら
の
米
の
生
産
 

指
標
は
次
の
表
の
通
り
で
す
。
 

四
十
五
年
度
生
産
 

調
整
目
標
「
赤
池
町
」
 

水
田
面
積
 
三
〇
、
七
診
 

目
標
面
積
 

一
九
、
四
む
 

実
施
面
積
 
二
八
、
六
訟
 

関
心
が
ひ
く
い
参
議
選
 

前

回

を

割

る

投

票

率

 

こ
ん
ど
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
 

選
挙
で
は
「
公
害
問
題
」
 
や
「
米
 

生
産
調
整
」
が
世
論
の
的
と
な
り
 

大
き
な
焦
点
に
な
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
の
投
票
所
は
三
カ
所
で
 

投
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
 

選
挙
は
投
票
前
か
ら
有
権
者
の
関
 

心
は
薄
く
県
、
町
選
管
で
は
棄
権
 

防
止
に
広
報
車
に
よ
る
啓
発
を
行
 

な
い
ま
し
た
が
農
繁
期
と
重
っ
た
 

た
め
赤
池
町
の
投
票
率
は
悪
る
く
 

前
回
の
八
〇
、
 
一
一
％
を
割
る
 

六
一
、
 

一
〇
％
で
し
た
。
 

農
村
部
で
出
足
は
悪
る
く
有
権
者
 

数
が
、
二
、
五
三
三
票
で
投
票
し
 

た
人
が
、
 

一
、
二
八
一
人
棄
権
し
 

た
人
が
一
、
ニ
五
二
人
で
投
票
率
 

は
五
〇
、
六
％
で
し
た
。
 

わ
た
く
し
達
は
こ
の
選
挙
を
教
 

訓
と
し
て
生
か
し
、
来
る
選
挙
に
 

米の生産関係指標 （全国） 

年産 総生産量 
水 稲 

生産量 作付面積 
相アール当 
たり収量 

30 
千トン 
12, 385 3

 

ン
 07 

・h
'
 

千
 12 

千へクータル 

3, 045 
キログラム 

399 

35 12, 8開 12, 539 3, 124 396 

40 12, 409 12, 181 3, 123 390 

41 12, 745 12, 526 9
 

hz 
‘

《

 

,
 

3
 

400 

42 14, 453 14, 257 3, 149 453 

43 14, 449 14, 223 3, 171 49 

44 14, 003 13, 797 3, 173 435 

45 12, 689 12, 5っ8 2, 836 44っ 

減
産
前
生
産
量
 
約
二
〇
〇
ト
ン
 

目
標
数
量
 
七
八
、
五
ト
ン
 

実
施
数
量
 

一
一
四
、
三
ト
ソ
 

四
十
六
年
度
 

目
標
面
積
 
三
五
、
八
紛
 

目
標
数
量
 

一
五
四
ト
ン
 

実
施
数
量
 

一
九
四
ト
ン
 

休
耕
に
よ
つ
て
大
豆
、
花
き
、
そ
 

菜
、
果
樹
な
ど
へ
 
「
二
〇
、
四
 

ト
ン
」
転
作
し
て
い
ま
す
。
 

原

稿

募

集

 

町
内
の
話
題
や
ニ
ュ
ー
ス
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

五
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
次
の
と
 

こ
ろ
へ
寄
稿
下
さ
い
。
 

広
報
は
毎
月
一
回
発
行
し
て
い
ま
 

す。 

役
場
総
務
課
 
企
画
係
へ
 

は
棄
権
し
な
い
よ
う
に
国
民
一
人
 

一
人
が
政
治
に
参
加
し
住
み
よ
い
 

参議選の投票率 

前回 今回 

育権者数 6.012 6.473 

投票総数 4.816 3.955 

棄権者数 

投 票 率 80.11% 61.10% 

こんどの参議選で全国を一票だけ棄権し 

ております。 

電

話

の

申

し

込

み

は

 

早

目

に

 

赤
池
町
の
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
は
 

糸
田
、
添
田
に
先
き
が
け
て
来
年
 

三
月
か
ら
自
動
通
話
が
開
始
さ
れ
 

ま
す
。
 

加
入
区
域
外
は
今
ま
で
電
話
を
 

つ
け
る
際
に
多
額
の
工
事
費
を
各
 

自
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
 

は
こ
の
特
別
負
担
費
は
免
除
さ
れ
 

ま
す
。
 

電
話
の
架
設
は
数
に
制
限
が
あ
 

り
ま
す
の
で
電
話
の
欲
し
い
人
は
 

出
来
る
だ
け
早
く
赤
池
郵
便
局
の
 

窓
口
に
直
接
本
人
が
申
し
込
ん
で
 

下
さ
い
。
 

※
架
設
費
用
 

自
分
で
全
額
払
い
込
み
の
場
合
 

理
想
郷
を
建
設
し
た
い
も
の
で
 

す。 

171 
602 

1.393 
1.410 

49 

田
 
山
 
野

木

 う
 

さ
 

ン」 

柳
 
い
 
小
 
鋤
 
か
 

参
議
選
地
方
区
得
票
成
績
 

投
票
は
、
わ
た
し
た
ち
 

の
代
表
者
を
お
く
る
た
め
 

に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
 

よ
う
。
 

設
備
料
 

五
万
円
 

加
入
料
 
三
0
〇
円
 

電
信
電
話
債
券
（
引
受
額
八
万
 

円
に
対
す
る
一
〇
月
払
込
み
額
）
 

は
七
七
、
五
一
一
〇
円
、
税
金
は
 

六
、
五
九
八
円
合
計
一
三
万
四
千
 

円
四
百
十
八
円
か
か
り
ま
す
。
 

債
券
を
即
時
売
却
さ
れ
る
場
合
 

J
。 

設
備
料
 

五
万
円
 

加
人
料
 
三
〇
〇
円
 

債
券
売
却
損
八
千
円
 

電
信
電
話
債
券
（
割
引
債
券
）
 

は
九
年
九
月
後
に
は
八
万
円
が
十
 

六
万
円
に
な
つ
て
返
り
ま
す
。
 

ま
た
債
券
は
即
時
売
却
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

債
券
を
お
持
ち
に
な
る
か
、
即
 

時
売
却
さ
れ
る
か
申
込
み
の
際
に
 

係
に
お
申
出
下
さ
い
。
 

七

月

か

ら

は

じ

ま

る

 

工

事

 

皆

様

の

協

力

を

お

願

い

 

赤
池
局
の
電
話
自
動
化
の
工
事
 

が
添
田
、
糸
田
町
に
先
が
け
て
い
 

よ
い
よ
七
月
か
ら
電
信
電
話
公
社
 

の
手
に
よ
つ
て
は
じ
め
・
っ
 
れ
ま
 

す。 今
役
場
附
近
に
建
設
中
の
局
舎
 

は
九
月
下
旬
に
完
成
し
ま
す
。
 

局
外
工
事
は
町
内
電
話
の
各
加
 

入
者
か
ら
電
話
局
ま
で
に
は
そ
れ
 

ぞ
れ
専
用
の
電
話
線
二
本
を
必
要
 

と
し
、
そ
の
数
が
多
く
な
る
と
電
 

柱
で
は
支
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
安
 

全
に
通
話
で
き
る
よ
う
地
下
に
埋
 

設
し
ま
す
。
 

そ
の
た
ぬ
に
道
路
を
堀
っ
て
、
 

電
話
線
を
通
す
鉄
管
ま
た
は
、
ビ
 

ニ
ー
ル
管
を
将
来
増
設
計
画
を
含
 

め
て
何
本
も
並
べ
て
埋
め
て
お
き
 

ま
す
。
地
下
に
埋
設
い
た
し
ま
し
 

た
電
話
線
を
分
け
た
り
、
引
込
ん
 

だ
電
話
線
を
つ
な
い
だ
り
す
る
た
 

め
地
下
で
作
業
で
き
る
よ
う
に
マ
 

ン
ホ
ー
ル
を
作
り
ま
す
。
 

⑥
お
願
い
 

工
事
の
施
工
に
あ
た
り
ま
し
て
 

は
、
道
路
の
堀
り
返
し
や
、
 
一
時
 

的
な
交
通
へ
の
影
響
、
戸
口
出
入
 

の
不
便
な
ど
、
町
民
皆
さ
ん
に
ご
 

迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
 

が
、
電
信
電
話
事
業
に
ご
理
解
と
 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

米

軍

関

係

事

故

 

損

害

賠

償

請

求

 

米
国
軍
属
又
は
被
用
者
に
よ
る
 

交
通
事
故
そ
の
他
に
伴
う
損
害
賠
 

償
請
求
期
限
は
、
二
年
か
ら
」
ニ
年
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
損
害
を
 

受
け
ら
れ
た
場
合
或
は
現
に
被
害
 

者
で
損
害
賠
償
等
の
請
求
の
こ
と
 

で
お
困
り
の
方
は
、
早
急
に
も
よ
 

専

決

処

分

と

は

 

議

会

に

出

る

言

葉

 

専
決
処
分
と
は
、
市
町
村
長
が
 

議
会
で
決
定
す
べ
き
事
柄
を
議
決
 

を
経
な
い
で
そ
の
前
に
処
理
す
る
 

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
議
 

会
を
招
集
す
る
ひ
ま
が
な
か
っ
た
 

り
、
議
会
で
成
立
し
な
い
と
き
町
 

長
の
良
識
と
判
断
に
よ
っ
て
処
分
 

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

勿
論
専
決
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
 

次
の
議
会
に
こ
れ
を
報
告
し
そ
の
 

承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
あ
り
ま
 

す。 
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利
進
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子
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郎
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公
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一
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一
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登
郎
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三
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国
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五
 

和
 
利
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又
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13.494 
9.600 
16 
3.642 

議
綴
麟
議
欝
霧
騎
麟
醸
観
鷲
驚
鱒
碑
霧
衝
鷺
議
麟
懸
鷺
締
譲
締
麟
鷲
議
議
購
 

市
郎
彦
ク
蔵
ス
子
鳳
平
郎
俊
子
 
門
郎
平
一
章
一
暁
ろ
一
三
男
利
志
元
茂
夫
明
郎
司
力
雄
郎
司
行
城
登
保
郎
朗
杉
 
年
男
義
彦
子
五
夫
郎
郎
郎
作
 

岩
一
秀
フ
三
ャ
愛
貞
陳
四
正
優
 

工
太
芳
理
 
徹
三
ひ
竹
藤
恒
通
談
 

英
義
三
源
 
俊
聴
卓
忠
愛
 
光
秀
一
 

百
摂
正
雅
末
金
節
一
次
三
栄
 

斉
 
雷
 

右
徳
 

護
名
 

文
 

ーハ 

茂
徳
誉
 

原
内
追
山
藤
原
西
竜
末
賀
 
月
田
利
垣
平
村
林
田
野
川
老
川
井
目
川
上
本
 
枝
田
水
野
島
野
林
住
 
口
浦
橋
田
本
永
千
田
崎
山
西
村
美
本
口
藤
藤
 

藤
山
矢
横
佐
柏
安
一
野
古
楠
望
柴
 
檎
小
田
小
山
川
細
海
吉
藤
夏
立
野
石
田
戸
吹
志
星
鹿
慶
栗
黒
岡
坂
三
高
八
山
吉
二
菅
宮
青
大
町
渥
山
坂
内
佐
 

又
議
会
の
権
限
に
属
 

す
る
簡
易
な
事
項
で
 

特
に
議
会
で
指
定
し
 

た
も
の
に
つ
い
て
も
 

町
長
は
専
決
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
専
決
処
分
に
 

つ
い
て
は
地
方
自
治
 

法
第
一
七
九
条
一
八
 

〇
条
に
規
定
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

青年会議所の 

準備すすむ 

青
年
会
 

議
所
を
発
 

足
し
ょ
う
 

と
い
ま
準
 

備
を
す
す
 

め
て
い
ま
 

り
の
次
の
防
衛
施
設
局
．
支
局
或
 

は
防
衛
施
設
事
務
所
に
お
申
し
出
 

く
だ
さ
い
。
 

〇
福
岡
防
衛
施
設
局
 

所
在
地
 
福
岡
市
大
手
門
二
丁
目
 

五
番
十
五
号
、
事
業
部
事
業
課
 

〇
小
倉
防
衛
施
設
事
務
所
 

所
在
地
 
北
九
州
市
小
倉
区
田
町
 

二
丁
目
九
八
番
地
、
業
務
課
業
 

務
第
三
係
 

す。 
青
年
会
議
所
の
目
的
は
地
域
社
会
 

に
於
い
て
経
済
、
社
会
、
文
化
に
 

関
す
る
諸
間
願
を
研
究
し
な
が
ら
 

青
年
と
し
て
の
英
知
と
勇
気
と
情
 

熱
を
も
つ
て
明
る
い
豊
か
な
社
会
 

を
築
き
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

事
業
と
し
て
社
会
奉
仕
事
業
、
 

お
よ
び
青
少
年
問
題
に
関
す
る
事
 

業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

事
務
の
す
す
め
は
次
の
と
こ
ろ
 

で
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
発
足
は
 

十
月
に
な
る
模
様
で
す
。
 

中
尾
町
西
ケ
丘
 
大
谷
 
孝
進
 

国

家

試

験

の

免

除

 

が

あ

る

自

衛

隊

 

自
衛
隊
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
 

に
必
要
な
職
種
が
あ
り
ま
す
が
、
 

国
家
免
除
の
あ
る
特
技
職
に
つ
い
 

て
は
全
部
、
又
は
一
部
の
試
験
免
 

除
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

主
な
も
の
は
、
自
動
車
免
許
、
 

診
療
x
線
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
 

航
空
整
備
士
、
乙
種
航
海
士
、
建
 

築
士
、
調
理
、
栄
養
士
、
各
種
熔
 

接
士
任
期
を
満
了
し
再
就
職
を
希
 

望
す
る
場
合
に
は
、
就
恥
援
護
係
 

が
世
話
し
ま
す
。
 

く
わ
し
い
事
は
、
飯
塚
市
大
字
 

幸
袋
五
〇
番
地
陸
上
自
衛
隊
 

又
は
赤
池
町
役
場
総
務
課
企
画
係
 

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
．
 



?
 

け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

け い
 

か あ
 

報
 

広
 

"
'
 

意

外

と

多

い

交

通

 

傷

害

保

険

の

加

入

 

七
月
ニ
十
六
日
よ
り
受
付
 

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
切
り
替
 

え
の
時
期
が
き
ま
し
た
。
昨
年
十
 

月
よ
り
発
足
し
た
同
保
険
は
七
月
 

三
十
一
日
で
保
険
期
間
が
満
了
し
 

ま
す
。
現
在
の
加
入
者
は
一
一
九
 

世
帯
、
二
四
一
人
で
す
 

後
日
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
チ
 

ラ
シ
を
各
家
庭
に
く
ば
つ
て
、
七
 

月
二
十
六
日
か
ら
保
険
加
入
の
予
 

約
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

交
通
事
故
は
他
人
ご
と
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
事
故
防
止
は
も
ち
ろ
 

ん
で
す
が
、
万
一
に
そ
な
え
て
お
 

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
町
内
に
住
 

ん
で
い
る
人
、
町
内
の
事
業
所
、
 

学
校
に
通
つ
て
い
る
人
な
ら
自
由
 

に
加
入
で
き
ま
す
。
 

こ
と
し
も
早
め
に
ご
加
入
を
。
 

申
し
込
み
先
 
赤
池
町
役
場
 

総
務
課
企
画
係
 

植

え

て

よ

い

ケ

シ

 

悪

い

ケ

シ

の

花

 

初
夏
を
彩
る
ケ
シ
の
花
の
な
か
 

に
は
お
そ
ろ
し
い
麻
薬
の
原
料
と
 

な
る
も
の
が
あ
つ
て
、
ソ
ム
ニ
フ
 

エ
ル
ム
種
．
セ
テ
イ
ゲ
ル
ム
種
と
 

い
わ
れ
る
二
種
類
は
法
律
（
あ
へ
 

ん
法
）
で
そ
の
栽
培
を
禁
止
さ
れ
 

ー

贈

物

 二
 
つ
 

の
 

謝
 

感
 

へ
 

設
 

施
 

の
 

町
 

違
反
者
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。
 

植
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
シ
 

の
特
徴
は
 

〇
茎
は
太
く
直
立
し
て
い
る
 

〇
茎
は
広
く
大
き
く
心
臓
形
で
葉
 

の
つ
け
根
は
茎
を
抱
き
こ
ん
で
 

い
る
。
 

〇
花
の
色
は
白
、
紅
、
紫
で
一
重
 

咲
と
八
重
咲
が
あ
る
。
 

〇
花
弁
は
八
重
咲
を
除
い
て
四
花
 

弁
で
、
四
枚
の
花
弁
が
ほ
ぼ
同
 

じ
大
き
さ
。
 

〇
ケ
シ
坊
主
は
大
き
く
球
形
ま
た
 

植
え
て
よ
い
ケ
シ
は
、
種
苗
店
 

で
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

支

所

長

さ

ん

決

る

 

支
所
名
 

氏
 
名
 

一
支
所
 

一
】
支
所
 

三
支
所
 

四
支
所
 

五
支
所
 

六
支
所
 

は
卵
形
で
、
下
部
に
凸
起
が
あ
 

七
支
所
 

り
ま
す
。
こ
ん
な
ケ
シ
を
見
か
 

八
支
所
 

け
た
と
き
は
、
す
ぐ
警
察
へ
通
 

九
支
所
 

報
さ
れ
る
よ
う
協
力
を
呼
び
か
 

十
支
所
 

け
て
い
ま
す
。
 

十
一
支
所
 

久
松
ミ
サ
オ
 

香
野
 
義
数
 

武
末
鹿
太
郎
 

永
末
 
俊
明
 

小
松
 

勝
 

谷
 

静
馬
 

浦
上
 

護
 

長
野
龍
次
郎
 

池
田
 
福
次
 

岩
井
 
邦
広
 

長
谷
川
文
雄
 

植 えてわ，し、 lナし 植えて よい けレ 

. 
葉は広く大きく． そのっけ 
オ長は 差t 抱きこむ秒l二 
なっ1いる． 

、馴ミfミ→、 
夢‘ぐに・ 

I 

葉は羽状“c -3.;り*7J 4'-j 

み予”深い． 

郵 
mフ花弁て 4杖の花弁予“ 

ほほ”同し’’大きさて“あ瓦 

寧，・誠ミ弾鵬，ー一 

ミミ紗 
、 

攻フ花弁ごあ3・て’ 大小各 

一村Y なってい三 

四
年
間
も
老
人
ホ
ー
ム
へ
 

晩

酌

届

け

る

 

硲 木生男氏 

福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
社
長
（
硲
 

木
生
男
）
さ
ん
は
昭
和
四
十
一
年
 

十
一
月
か
ら
天
郷
に
あ
る
老
人
ホ
 

ー
ム
の
お
年
寄
り
を
慰
め
よ
う
と
 

毎
月
清
酒
一
一
十
七
認
 
（
一
斗
五
 

升
）
と
お
菓
子
一
万
円
相
当
を
届
 

け
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
運
ぶ
天
使
の
贈
 

り
物
に
お
年
寄
か
ら
喜
び
感
謝
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ホ
ー
ム
に
は
現
在
六
十
七
 

名
の
お
年
寄
り
が
、
生
活
を
し
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
ホ
ー
ム
の
生
活
は
毎
朝
七
 

時
に
起
き
達
者
な
人
は
、
野
良
仕
 

事
に
精
を
出
し
、
夜
九
時
に
は
就
 

寝
す
る
生
活
を
く
り
返
し
て
い
ま
 

す
。
あ
る
老
人
は
、
タ
食
の
時
汗
 

を
流
し
た
後
の
晩
酌
を
し
た
た
め
 

る
味
は
何
ん
と
も
言
え
な
い
明
日
 

へ
の
生
活
へ
、
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
 

す
る
よ
う
で
す
。
午
後
の
ひ
と
と
 

き
に
お
菓
子
を
賞
味
し
な
が
ら
雑
 

談
す
る
お
年
寄
り
達
、
お
菓
子
に
 

よ
っ
て
仲
間
を
結
び
つ
き
、
励
ま
 

し
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

学
校
施
設
へ
寄
附
 

硲
さ
ん
は
き
ょ
ね
ん
上
野
小
学
 

校
プ
ー
ル
建
設
資
金
の
一
部
と
し
 

て
三
十
万
円
、
こ
と
し
完
成
し
た
 

市
場
小
学
校
放
送
施
設
資
金
と
し
 

て
二
十
万
円
を
寄
附
し
て
お
り
ま
 

す。 硲
さ
ん
は
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
 

贈
り
物
は
、
わ
た
く
し
達
が
こ
ん
 

日
こ
う
し
て
健
康
的
に
生
活
で
き
 

る
の
は
、
お
年
寄
り
達
が
残
し
て
 

く
れ
た
教
訓
の
た
ま
も
の
で
あ
り
 

お
年
寄
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
 

あ
り
、
小
学
校
へ
の
寄
附
は
私
を
 

育
て
て
く
れ
た
母
校
へ
の
愛
着
と
 

町
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
あ
る
o
 

生

活

館

へ

時

計

贈

る

 

中
町
に
住
む
（
岩
野
美
智
子
）
 

さ
ん
は
亡
母
岩
野
シ
ゲ
ノ
さ
ん
の
 

遺
l
n
ロ
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
中
尾
町
 

に
あ
る
生
活
館
に
時
計
を
贈
り
ま
 

し
た
。
 

亡
岩
野
シ
ゲ
ノ
さ
ん
は
生
前
、
 

岩
野
さ
ん
や
、
お
子
さ
ん
を
育
て
 

l て
く
れ
た
町
へ
感
謝
の
贈
物
を
し
 

ょ
う
と
余
裕
（
よ
ゆ
う
）
の
な
い
 

毎
月
の
小
遣
い
を
貯
め
て
贈
っ
た
 

も
の
役
場
の
民
生
課
社
会
係
で
は
 

十
二
支
所
 
井
ロ
＋
太
郎
 

十
三
支
所
 
池
田
小
太
郎
 

十
四
支
所
 
清
原
 
義
則
 

十
五
支
所
 
皆
川
 
勇
夫
 

十
六
支
所
 
中
原
 

弘
 

十
七
支
所
 
原
 
梅
三
郎
 

十
八
支
所
 
清
原
 

敏
雄
 

十
九
支
所
 
柏
木
 
利
雄
 

二
十
支
所
 
管
 
日
出
男
 

二
十
一
支
所
 
山
下
 
次
男
 

二
十
二
支
所
 
こ
う
ろ
ぎ
勇
 

二
十
三
支
所
 
大
井
 
清
人
 

（
敬
称
略
）
 

早

朝

マ

ラ

ソ

ン

 

は
 
じ
 
ま
 
る
 

町
教
育
委
員
会
、
町
体
育
協
会
 

は
上
野
峡
マ
ラ
ソ
ン
の
公
認
を
機
 

会
に
町
民
皆
走
運
動
の
一
端
と
し
 

て
早
朝
マ
ラ
ン
ン
を
計
画
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

体
力
作
り
に
子
供
か
ら
老
人
ま
 

で
こ
ぞ
っ
て
参
加
下
さ
い
。
 

日
程
 
毎
月
第
三
日
曜
日
 

午
前
七
時
か
ら
町
民
グ
ラ
ン
ド
か
 

ら
出
発
し
、
公
認
コ
ー
ス
を
年
令
 

に
応
じ
て
走
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
進
ん
で
参
加
し
ま
し
よ
 

・つ。 
役
場
と
病
院
の
動
務
時
間
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
 

111
十
分
ま
で
 

土
曜
日
は
半
日
、
祝
祭
日
は
休
み
 

ま
す
。
 

こ
の
贈
物
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
 

が
あ
っ
て
は
と
 
生
活
館
で
の
会
 

合
に
は
必
ず
時
間
を
守
っ
て
新
生
 

活
を
し
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
 

川
二
一
二
二
三
三
％
二
ー
二
ー
ニ
ン
ュ
ン
二
二
，
二
二
て
ご
．
」
，
．
二
て
ご
三
一
二
二
．
二
二
‘
ン
ニ
二
・
こ
二
二
う
三
く
ニ
ご
ど
，
二
一
ニ
二
二
ご
・
二
ご
J

ニ
二
二
了
・
a
 

青
柳
徳
実
さ
ん
（
大
字
上
野
）
 

に
こ
の
ほ
ど
ガ
オ
バ
ケ
I

燈
ろ
う
 

を
建
て
ま
し
た
。
 

近
時
庭
園
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
 

ま
す
が
、
庭
づ
く
り
は
業
者
ま
か
 

せ
や
既
製
の
燈
ろ
う
な
ど
を
つ
か
 

い
ま
す
が
、
こ
の
オ
バ
ケ
燈
ろ
う
 

は
大
勢
の
人
の
手
に
よ
つ
て
日
数
 青柳さんの庭に 

オバケ燈ろう 

を
か
け
て
山
か
ら
運
 

ば
れ
て
来
た
も
の
。
 

考
案
者
は
上
野
原
田
 

町
の
城
野
豊
文
さ
 

ん
（
 35 

才
）
で
大
き
 

さ
は
幅
約
二
米
高
さ
 

五
米
で
立
寄
る
人
は
 

福
岡
県
下
に
は
こ
の
 

よ
う
な
大
き
な
燈
ろ
う
は
珍
 

ら
し
い
、
工
事
は
ク
レ
ー
ン
 

車
で
ニ
ト
ン
も
あ
る
御
影
石
 

（
み
が
げ
）
を
吊
り
あ
げ
た
 

も
の
、
燈
ろ
う
に
興
味
を
お
 

持
ち
の
方
は
、
納
涼
方
々
一
 

度
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

ン
ニ
二
二
ー
ン
こ
二
一
ニ
二
！
こ
二
二
こ
三
一
二
二
一
二
二
一
二
二
一
二
二
三
二
一
二
ニ
ニ
三
三
ン
き
三
一
二
三
二
二
ご
・
三
％
三
ン
こ
二
二
一
二
ニ
ニ
一
二
三
二
三
 

筑

豊

ハ

イ

ツ

の

利

用

を

 

き

れ

い

な

ブ

ー

ル

な

ど

 

財
団
法
人
筑
豊
勤
労
者
福
祉
協
 

会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
嘉
穂
郡
庄
内
 

町
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
勤
労
 

者
の
福
祉
施
設
を
建
設
し
ま
し
 

た。 こ
の
施
設
の
利
用
は
勤
労
者
だ
 

け
に
限
ら
ず
ど
な
た
に
も
利
用
で
 

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ハ
イ
ツ
に
は
、
プ
ー
ル
 
（
五
〇
 

''I''，’、‘''','"',n,",'I，●,'l,‘，り‘●，“,''Il，’●，’,"‘●い，I●，I,,'I・ 

冒
）
と
幼
児
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
 

料
金
は
一
般
五
〇
円
、
勤
労
青
少
 

年
及
び
生
徒
三
〇
円
、
児
童
二
〇
 

円
、
そ
の
他
テ
ニ
ス
、
排
球
コ
ー
 

ト
や
冷
房
完
備
の
大
小
の
会
議
室
 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

道
順
は
小
峠
か
ら
頴
田
を
経
由
 

し
て
北
九
州
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
 

（
ゴ
ル
フ
場
）
の
横
を
と
お
り
、
 

自
動
車
試
験
場
の
手
前
西
鉄
バ
ス
 

筑
豊
遊
園
バ
ス
停
下
車
が
便
利
で
 

す。 

婦

人

会

長

に

 

森

千

代

子

氏

 

赤
池
町
婦
人
会
役
員
の
改
選
が
 

こ
の
ほ
ど
行
な
わ
れ
、
森
千
代
子
 

氏
（
五
支
部
）
が
新
し
い
会
長
に
 

選
ば
れ
ま
し
た
。
 

役
員
は
次
の
と
お
り
 

役
職
 

氏
 
名
 

会
 
長
 
森
 
千
代
子
 

副
会
長
 
中
村
 
千
鶴
 

ガ 

国
原
 

政
子
 

支

部

長

 

一
支
部
 

久
松
ミ
サ
ョ
 

五
支
部
 

沼
口
ョ
シ
エ
 

六
支
部
 

中
村
美
佐
子
 

七
支
部
 

松
本
伊
都
子
 

八
支
部
 

中
村
サ
カ
ェ
 

猿
 
田
 

高
林
百
合
子
 

九
支
部
 

木
下
フ
ミ
子
 

本
 
町
 

近
藤
シ
ゲ
子
 

稲
荷
町
 

森
 
さ
か
え
 

車
 
道
 

幸
 
す
み
子
 

県
 
営
 

島
本
シ
ゲ
子
 

（
敬
称
略
）
 

調

理

師

の

試

験

 

1
試
験
日
 
昭
和
四
＋
六
年
十
月
 

八
日
 

2
願
書
受
付
 
昭
和
四
十
六
年
八
 

月
二
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
 

3
問
合
せ
先
県
内
に
居
住
す
る
者
 

貯

金

通

帳

や

印

か

ん

 

は

大

切

に

保

管

を

 

赤
池
郵
便
局
で
は
次
の
こ
と
が
 

ら
に
い
て
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
 

い
ま
す
。
 

△
大
金
は
は
だ
身
か
ら
離
さ
な
い
 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

△
大
金
の
受
取
り
は
二
人
以
上
で
 

し
ま
し
よ
う
。
 

△
出
入
口
附
近
や
帰
る
途
中
な
ど
 

は
当
該
居
住
地
又
は
就
業
地
を
 

管
轄
す
る
保
健
所
へ
問
い
合
せ
 

し
て
下
さ
い
。
 

の
 
学
校
教
育
法
四
七
条
に
規
 

定
す
る
資
格
の
あ
る
こ
と
を
 

証
す
る
卒
業
証
書
の
年
又
は
 

卒
業
証
明
書
一
部
 

回
 
厚
生
省
令
の
定
め
る
施
設
 

又
は
営
業
に
お
い
て
二
年
以
 

上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
 

も
の
 

潮
 

ど
 

き
 

7 月 干 潮 8 月 干 潮 

日 曜 汐」 午 前 「 午 後 日 曜 汐 午 前 午 後 

18 日 若 11. 40 1 日 若 10. 10 22. 30 
19 月 中 00一 00 13. 00 2 月 中 11. 30 
20 火 中 1. 00 14. 20 3 火 中 00. 00 12. 30 
21 水 大 2. 00 15. 00 4 水 大 1. 00 13. 30 
22 木 大 3. 00 15. 50 5 木 大 2. 00 15. 00 
23 金 大 3. 30 16. 20 6 金 大 3. 1 0 15. 30 
24 土 中 4. 00 17. 00 7 土 大 4. 00 16. 00 
25 日 中 4. 40 17. 30 8 日 中 4. 30 17. 00 

で
あ
な
た
に
目
を
つ
け
て
近
づ
 

い
て
く
る
人
に
注
意
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

△
こ
み
あ
う
乗
り
物
は
さ
け
、
自
 

家
用
車
か
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
 

ま
し
ょ
・
つ
。
 

△
途
中
の
用
た
し
は
キ
ケ
ン
で
 

す
。
ま
っ
す
ぐ
帰
り
ま
し
よ
 

」つ。 

△
貯
金
通
帳
（
証
書
）
と
印
章
は
 

別
々
に
保
管
し
ま
し
よ
ら
も
 

働

け

る

服

装

と

 

働

け

な

い

服

装

 

こ
れ
は
勤
務
先
の
種
類
や
牲
格
 

に
よ
っ
て
一
概
（
が
い
）
に
は
い
 

え
ま
ぜ
ん
が
、
何
し
て
も
派
手
す
 

ぎ
る
服
装
は
避
（
さ
）
け
た
い
も
 

の
で
す
。
何
と
な
く
そ
の
人
が
浮
 

わ
つ
い
て
見
え
る
か
ら
で
す
。
 

婦
人
に
多
く
見
う
け
ら
れ
ま
す
 

の
は
、
こ
れ
か
ら
旅
に
で
も
出
掛
 

る
よ
う
な
お
め
か
し
で
出
勤
す
る
 

人
が
い
ま
す
が
こ
れ
ら
は
見
苦
し
 

い
も
の
で
す
。
道
楽
と
見
栄
（
み
 

え
）
で
勤
め
に
出
て
い
る
よ
う
な
 

感
じ
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
良
す
ぎ
る
服
装
で
出
勤
す
る
 

と
勤
務
中
に
汚
し
は
し
な
い
か
と
 

そ
の
方
へ
気
が
散
っ
て
ど
う
し
て
 

も
非
能
率
的
に
な
り
ま
す
。
 

上

野

峡

俳

句

大

会

 

於
 
天
目
山
興
国
寺
 

入
選
 

小
坂
賛
泉
選
 

池
燈
篭
や
、
傾
く
も
涼
し
げ
に
 

（
千
代
田
景
石
）
 

藤
の
実
の
揺
れ
い
る
下
に
 

憩
い
け
り
 

（
池
田
一
歩
）
 

山
の
蚊
に
刺
さ
れ
し
足
を
人
前
に
 

（
香
月
梅
窓
）
 

梅
は
実
に
一
木
一
石
歴
史
あ
り
 

（
白
水
久
良
）
 

で
、
虫
の
あ
な
ど
り
が
た
き
 

早
さ
も
つ
 

（
日
永
田
桜
ン
坊
）
 

敢
へ
て
行
く
旧
参
道
や
う
つ
ぼ
草
 

（
桑
野
園
女
）
 

住
職
の
掃
き
消
さ
れ
た
る
蟻
地
獄
 

（東 

楚
太
）
 

若
竹
の
皮
の
落
ち
た
る
音
な
り
し
 

（
荒
田
蔦
雨
）
 

噴
水
の
単
調
に
し
て
池
濁
る
 

（
下
田
水
心
子
）
 


